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あらまし 本論文誌 2007年 10月号掲載のペアワイ

ズテストに関するサーベイ論文 [1] において，ペアワ

イズテストの起源を米国の研究とする，事実と異なる

記述があった．本論文では，ペアワイズテストの発明

が日本において（少なくとも同時期に独立して）なさ

れたことを，初期の関連文献とともに説明する．
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本論文誌 2007年 10月号掲載のペアワイズテストに

関するサーベイ論文 [1] において，事実と異なる記述

があった．具体的には， [1]では，「ペアワイズテスト

の嚆矢となるのは，Mandlによる Ada用のコンパイ

ラのテストに関する研究である」とし，1985 年の文

献 [2]をペアワイズテストの起源としていた．

しかし実際には，日本の富士通において 1983年ごろ

既にペアワイズテストは実践されていた [3]．文献 [2]

の初稿投稿時期は 83 年 2月であり，ペアワイズテス

トはこの時期に日本と米国において独立して考案され

たと考えられる．初期の報告である 84 年と 85 年発

表の文献 [4], [5]では，直交表を利用したテスト設計法

と，実際のプログラムに対する適用結果が報告されて

いる．このテスト設計手法を自動化したシステムは，

86年ごろには完成し，2008 年現在も同社で活用され

ている [3]．このシステムについては文献 [6], [7] で説

明されている．なお，文献 [2], [7]は，ペアワイズテス

ト普及の契機となった米国 AT&T社の研究の初期の

発表 [8]において，参考文献として挙げられている．

80年代後半には，国内の他の企業からもペアワイズ

テストに関する報告が行われている．日本アイ・ビー・

エムによる研究 [9], [10] では，制御フローテストに直

交表を用い，プログラム中の if文のペアに対し，全 4

通りの分岐の組合せを効率良く検査するためのテスト

設計法を提案している．文献 [11], [12]では，同手法用

のテスト生成アルゴリズムが提案されている．また，

日本電気による論文 [13] では，文献 [4] のテスト設計

法のツールとしての実装，及び，実際のテストでの適

用結果について述べられている．

論文 [1]では，これらの日本における多くの関連事例

を看過し，「国内の適用事例は · · ·ほとんどない」（5.

[1]）という誤った記述をしていた．ここに訂正する．
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